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 本研究では、人形峠鉱山の Mn 酸化菌を用いた実験を行い、菌や菌由来の Mn 酸化菌の測定を行った。

その結果、Mn 酸化菌が溶液中の Mn2+を取り込み、針状の Mn 酸化物として排出し、それが凝集すると 1.5 

μm 程の球状となるということが分かった。 
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1. 緒言 

岡山県北部に位置する人形峠鉱山は、2001 年の閉山後も坑水中に Ra や As といった有害元素が基準値以

上含まれており除去が必要となっている 1。特に Ra の除去が確認されている Mn 酸化物は、通常、塩基性

条件下でのみ無機的に生成するが、Mn 酸化菌存在下では中性条件で酸化することが報告されている 2。し

かし、これまでの研究では、人形峠鉱山における Mn 酸化菌の Mn 酸化物生成機構についての知見が少な

い。本研究では、人形峠の野外調査に加えて、人形峠坑水と現地で採られた Mn 酸化菌を用いた室内実験

によって、微生物による Mn 酸化物生成機構を解明することを目的とした。 

2. 実験 

 人形峠の坑水から分離された Coprinopsis urticicola の菌の一種である Mn 酸化菌(MOM)を予め増殖させ、

pH の異なる Mn を含む培地である HAY medium に加え、室温で反応させた後、任意の時間に溶液や菌体を

回収した。その後、ICP-AES、TEM、SEM、XAFS、XRD により各種測定を行った。また、MOM を人形峠

の三カ所から採った坑水に加え、同様に実験を行った。 

3. 結果・考察 

MOM1 g 当たりの Mn 減少速度は pH 5.67 において 2.50x10-2 mmol・day-1、pH 6.00 において 2.31 mmol・

day-1であり、減少速度は pH に強く依存することが分かった。MOM が入っていない場合 Mn の濃度減少が

見られないことから MOM による Mn 収着促進が顕著であることが分かる。人形峠の坑水を用いた実験に

おいても同様に MOM による Mn の濃度減少がみられた。SEM、TEM 及び EDX の結果から、まず P と Mn

がともに MOM 内部から排出され、針状の Mn 酸化物が凝集することで 1.5 μm 程の球状となると考えられ

る。XRD、XAFS の結果 MOM によって生成された Mn 酸化物は、δ-MnO2主要鉱物であり、他に 2 価や 3

価の Mn も含んでいることが分かった。 
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